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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究はK-ras変異を有する肺腺癌細胞由来のA549細胞を用いて、EGFR-TKIを含むAkt阻

害活性を有する薬剤とAMRの併用により細胞増殖に対する効果を検討したものである。その

結果、臨床的に使用可能なEGFR-TKIでAkt活性の阻害が認められ、AMRと併用することで相

乗的に細胞増殖が抑制されることが示された。また、変異K-rasタンパク質の発現抑制や、

K-ras遺伝子変異のないMa10細胞ではその相乗効果がみられないことから、Akt阻害剤とAMR

の併用による相乗的な細胞増殖抑制にはK-ras遺伝子変異が関与している可能性が示され

た。K-rasを標的とした分子標的治療はまだ開発されておらず、この併用がK-ras変異陽性

肺癌に対する有望な治療法となる可能性を示唆するものであり、明らかに学術水準を高め

たものと認める。 
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